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はじめに 

 

近年、少子高齢化や人口減少、地域経済の低迷、社

会情勢の急激な変化に直面するなか、空家に関する問

題が全国で表面化しています。 

本市においても、空家の増加が深刻な問題となり、

特に、管理が不十分な空家は、防災面・防犯面・生活

環境・コミュニティの維持・景観の保全などの面から

市民生活に深刻な影響を及ぼしています。 

 こうした社会状況を踏まえたうえで、「空家等対策

の推進に関する特別措置法」が施行され、空家等の適

正な管理と、地域資産としての空家等の活用を図るこ

とが、伊賀市においても求められています。 

 「伊賀市空家等対策計画」は、空家等対策の推進に

関する特別措置法を基本としながらも、まち・ひと・

しごと創生法の理念のもと、「伊賀市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」や住生活基本法の理念を参考に策

定された「伊賀市住生活基本計画」をはじめ、住生活

に関係するあらゆる計画と連携し計画を策定しまし

た。 

 今後この計画に基づき、空家所有者への適正管理を

促しながらも、各地域の特性に応じた空家の活用に関

する様々な施策を展開していきます。 

 この計画の策定にあたって、空家実態調査、空家所

有者意識調査、地域別ワークショップ、パブリックコ

メントに協力をいただいた市民のみなさま、計画策定

に向けて協力いただいた関係機関や団体のみなさまを

はじめ、伊賀市空家等対策計画策定協議会のみなさま

に、心から感謝申し上げます。 

 

 平成２８（２０１６）年５月 

 

           伊賀市長  


